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鑑
　
賞
　〔
書
簡
〕

◆ 

本
会
創
設
者
、
奥
村
憲
照
先
生
の
毛
筆
に
よ
る

書
簡
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆ 

昭
和
五
十
五
年
、
本
会
創
立
二
十
五
周
年
を
記

念
し
て
第
一
回
の
硬
筆
席
書
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
予
想
を
超
え
る
千
名
以
上
の
参
加
を

得
て
、
後
援
い
た
だ
い
た
教
育
委
員
会
の
先
生

方
に
、
授
賞
式
に
ご
臨
席
願
え
れ
ば
と
、
急
遽

書
か
れ
た
手
紙
で
す
。

◆ 

土
岐
市
・
多
治
見
市
・
瑞
浪
市
・
恵
那
市
・
笠

原
町
の
、
東
濃
五
市
町
の
教
育
委
員
会
あ
て
に

送
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

◆ 

大
会
は
四
月
二
十
九
日
、
五
月
一
日
に
手
紙
を

出
し
て
四
日
が
授
賞
式
。
今
思
え
ば
、
時
間
的

に
少
々
無
理
な
お
願
い
と
い
う
気
が
し
ま
す
が
、

初
の
大
会
で
多
数
の
ご
支
持
を
得
て
、
硬
筆
書

写
教
育
の
高
ま
り
を
教
育
委
員
会
の
先
生
方
に

直
接
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
の
、
憲
照
先
生
の

熱
い
情
熱
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

◆ 

丁
寧
で
、
か
つ
筆
勢
豊
か
な
、
そ
し
て
気
品
あ

る
憲
照
先
生
の
筆
跡
を
じ
っ
く
り
ご
鑑
賞
く
だ

さ
い
。



−  1  −

急
啓
　
御
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
中
部

児
童
・
生
徒
硬
筆
席
書
大
会
は
、
予
定

ど
お
り
卄
九
日
市
文
化
会
館
に尓

て
開
催
、

幸
い
好
天
に
恵
ま
れ
千
名
を
越
す
参
加

者
を
得
て
、
大
盛
況
裡
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
五
月
四
日
午
後
二
時
か
ら

同
館
大
ホ
ー
ル
に
て
授
賞
式
を
挙
行
い
た

し
ま
す
。
御
多
忙
の
中
を
恐
縮
で
す
が可

何
卒

御
臨
席
を
仰
ぎ
御
手
ず
か可

ら
御
授
賞
賜
わ

ら
ば八

受
賞
者
の
喜
び
も
一
入
と
存
じ
ま
す
。

誠
に
ぶ
し
つ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が可

、
御
都
合

の
程
御
電
話
で
も
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に

存
じ
ま
す
。
寸
楮
に尓

て
失
禮
で
す
が可

一
筆
ご
報
告
旁
御
願
い
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬

　
白

　
昭
和
五
十
五
年
五
月
一
日

　

　
　
　
　
　
土
岐
市
妻
木
町

　
大
書
心
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥

　
村

　
憲

　
照

　
　
○

　
○

　
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御

　
中
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主
　
催
　
書
道
教
育

　
大
　
書
　
心
　
会

後
　
援
　
岐
　
阜
　
県
　
　
土
　
岐
　
市
　
　
多
　
治
　
見
　
市

　
　
　
　
岐
阜
県
教
育
委
員
会
　
　
土
岐
市
教
育
委
員
会
　
　
中 

日 

新 

聞 

社

　
　
　
　
（
公
財
）
岐
阜
県
教
育
文
化
財
団

◇
公
益
財
団
法
人
岐
阜
県
教
育
文
化
財
団
助
成
事
業

一
、
会
　
　
期
　
平
成
二
十
六
年
十
月
十
日
（
金
）
〜
十
月
十
三
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で
　
入
場
無
料

　
　
　
　
　
　
　（
十
月
十
日
は
午
後
一
時
か
ら
　
十
三
日
は
午
後
四
時
ま
で
）

一
、
会
　
　
場
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
　
☎
０
５
７
２
（
５
４
）
２
１
２
０

　
　
　
　
　
　
　
〒
509
ー
5121
　
土
岐
市
土
岐
津
町
高
山
４
番
地

一
、
出
品
資
格
　
高
校
生
以
上

一
、
出
品
区
分
　
一
科
審
査
会
員

　
　
　
　
　
　
　
二
科
審
査
会
員
（
師
範
）

　
　
　
　
　
　
　
無 

鑑 

査
　（
教
範
）

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
科
　（
書
範
〜
準
四
段
）

　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
科
　（
三
段
〜
準
初
段
）

　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
科
　（
１
級
〜
新
人
）

　
　
　
　
　
　
　
特
別
出
品
（
前
記
を
除
く
支
局
長
・
支
部
長
。
無
審
査
と
す
る
）

　
　
　
　
　
　
　
○ 

出
品
区
分
に
つ
い
て
は
、
大
書
心
誌
九
月
号
現
在
の
規
定
・
か
な

の
段
級
の
う
ち
、
上
位
の
方
を
基
準
に
し
て
決
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
○ 

本
会
の
硬
筆
部
に
出
品
し
て
い
な
い
場
合
は
、
所
属
団
体
で
の
資

格
を
明
記
の
上
、
相
当
す
る
区
分
に
出
品
の
こ
と
。

一
、
用
　
　
具
　  

つ
け
ペ
ン
・
万
年
筆
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
フ
エ
ル
ト
ペ
ン
・
竹
ペ
ン

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
硬
筆
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
筆
ペ
ン
は
除
く
）

一
、
作
品
寸
法
　
一
科
審
査
会
員
・
二
科
審
査
会
員
・
特
別
出
品
・
無
鑑
査

　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
㎝
×
一
〇
〇
㎝
以
内
（
縦
横
自
由
）

　
　
　
　
　
　
　
一
科
・
二
科
・
三
科

　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
㎝
×
七
〇
㎝
以
内
（
縦
横
自
由
）

　
　
　
　
　
　
※
い
ず
れ
の
サ
イ
ズ
も
作
品
の
表
装
仕
上
が
り
（
額
）
の
寸
法
で
す
。

　
　
　
　
　
　
※
規
定
寸
法
を
超
え
た
作
品
は
審
査
で
き
ま
せ
ん
。
ご
注
意
下
さ
い
。

一
、
作
品
内
容
　
創
作
、
臨
書
、
実
用
書
等
自
由

一
、
出 

品 

料
　
一
科
審
査
会
員
…
五
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
二
科
審
査
会
員
…
四
、〇
〇
〇
円
　
一
科
…
三
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
特  

別  

出  

品
…
四
、〇
〇
〇
円
　
二
科
…
二
、五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
無 

　
鑑
　 

査
…
三
、五
〇
〇
円
　
三
科
…
二
、五
〇
〇
円

一
、
出
品
申
込
　  

出
品
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
九
月
十
七
日
（
水
）
ま
で

に
出
品
料
を
添
え
て
本
部
事
務
局
に
申
込
む
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
※  

出
品
申
込
書
は
、
予
め
各
支
局
・
支
部
に
送
付
す
る
。
個
人
会
員

は
本
部
事
務
局
ま
で
請
求
の
こ
と
。

一
、
搬
　
　
入
　

（Ａ）
展
覧
会
場
へ
直
接
搬
入
す
る
場
合
（
表
装
済
作
品
）

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月
九
日
（
木
）
午
前
九
時
半
〜
十
時
半

　
　
　
　
　
　
　
※
可
能
な
方
は
、
直
接
搬
入
（
時
間
厳
守
）
に
ご
協
力
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（B）
本
部
へ
送
付
（
持
込
み
）
す
る
場
合
（
表
装
済
作
品
）

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月
三
日
（
金
）
必
着

　
　
　
　
　
　
　
（C）
本
部
へ
表
装
を
依
頼
す
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　  

平
成
二
十
六
年
九
月
十
七
日
（
水
）
ま
で
に
表
装
依
頼
書
を
本
部

に
請
求
の
上
申
込
む
こ
と
。

一
、
送 

り 

先
　
〒
509
ー
5134
　
岐
阜
県
土
岐
市
泉
島
田
町
一
ー
三
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
道
教
育

　
大
　
書
　
心
　
会

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
５
７
２
（
５
５
）
０
５
６
７
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
同
０
５
５
８
）

一
、
審
　
　
査
　
平
成
二
十
六
年
十
月
九
日
（
木
）
午
前
十
時
半
か
ら

一
、
審 

査 

員
　
会
長
、
副
会
長
、
一
科
審
査
会
員
（
本
年
度
審
査
員
を
委
嘱
）

一
、
褒
　
　
賞
　  

一
科
審
査
会
員
〜
三
科
に
つ
い
て
、
各
区
分
別
に
審
査
し
、
優
秀
作

品
に
次
の
特
別
賞
を
授
与
す
る
ほ
か
、
出
品
者
全
員
に
賞
状
・
賞
品

を
授
与
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　  

大
賞
・
準
大
賞
・
会
長
賞
※
岐
阜
県
知
事
賞
※
土
岐
市
長
賞
※
多
治

見
市
長
賞
※
土
岐
市
教
育
長
賞
※
岐
阜
県
教
育
委
員
会
賞
※
名
古
屋

市
教
育
委
員
会
賞
※
土
岐
市
議
会
議
長
賞
※
（
公
財
）
岐
阜
県
教
育

文
化
財
団
理
事
長
賞
※
中
日
新
聞
社
賞
・
大
書
心
会
賞
・
理
事
長
賞
・

師
範
会
賞
・
入
選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
※
は
申
請
中
）

一
、
作
品
鑑
賞
会
・
授
賞
式
・
搬
出

　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月
十
三
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　
　
　
○
作
品
鑑
賞
会
＝
午
後
一
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
○
授
賞
式
　
教
育
部
＝
午
後
二
時
か
ら
　
一
般
部
＝
午
後
三
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
○
搬
出
＝
午
後
四
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
※
搬
出
不
可
能
の
方
に
は
、
後
日
、
返
送
料
代
引
き
に
て
送
付
す
る
。

一
、
そ 

の 
他
　
作
品
は
す
べ
て
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

　
　
　
　
　
　
　
○
一
人
何
点
出
品
し
て
も
よ
い
が
、
入
賞
は
一
人
一
点
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
○
上
位
入
賞
者
の
昇
段
級
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
○
級
位
の
出
品
者
に
は
、
一
階
級
進
級
を
認
め
る
。

第２９回　大書心会ペン字展出品要項
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硬
筆

毛
筆

夏
期
書
道
講
習
会
参
加
要
項

　
　
　
　
　
　
　
　 

講
習
会
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
！

　
本
部
主
催
の
講
習
会
を
、
六
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
。
ペ
ン
字
・
毛
筆
の
基
礎
か
ら
作

品
作
り
ま
で
幅
広
く
指
導
し
ま
す
。
地
区
講
習
会
に
準
じ
た
運
営
に
よ
り
、
ど
な
た
も
参

加
し
や
す
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

日
　
時
　
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
四
日
（
日
）
午
前
九
時
半
受
付
・
午
前
十
時
〜
午
後
四
時

会
　
場
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
・
第
一
〜
三
研
修
室
　
☎
〇
五
七
二
（
五
四
）
二
一
二
〇

内
　
容
　〔
講
　
義
〕
「
ペ
ン
の
か
な
を
考
え
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
宮
　
春
　
兆

　
　
　
　
　
　
　
　 

「
つ
け
ペ
ン
の
美
し
い
線
の
出
し
方
」
　
　
　
　
　
岡
　
田
　
龍
　
芳

　
　
　
　
　
　
　
　 

「
教
範
か
ら
の
勉
強
法
・
半
切
創
作
の
第
一
歩
」
　
荻
　
田
　
蒼
　
仙

　
　
　
　
〔
実
　
習
〕
　
公
開
添
削

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ン
字
展
作
品
・
九
月
号
月
例
課
題
・
そ
の
他
自
由
作
品
の
添
削

　
　
　
　
　
　
　
　
　
★ 

公
開
添
削
と
は
…
…
添
削
は
通
常
、
先
生
と
受
講
生
一
対
一
で

行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
添
削
作
品
を
教
材
と
し
て
、

周
囲
の
皆
さ
ん
に
も
上
達
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
、

指
導
す
る
方
法
で
す
。

受
講
料

　
二
、〇
〇
〇
円
（
一
律
）

　
　
　
　
※
昼
食
弁
当
・
お
茶
代
及
び
消
費
税
を
含
み
ま
す
。

申
込
み

　  

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
受
講
料
と
一
緒
に
八
月
十
三
日
（
水
）

ま
で
に
本
部
事
務
局
あ
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　
※
受
講
料
は
現
金
書
留
か
、
郵
便
振
込
み
等
で
前
納
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
※ 

受
講
申
込
書
は
各
支
局
・
支
部
長
先
生
ま
た
は
本
部
事
務
局
ま
で
ご
請
求
下

さ
い
。

　
　
　
　
※
定
員
六
十
名
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。
当
日
の
申
込
み
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

そ
の
他

　
●
硬
筆
、
毛
筆
の
実
習
用
具
は
各
自
ご
持
参
下
さ
い
。

　
　

ペ
ン
字
展
作
品
の
寸
法
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
〜
無
鑑
査
以
上
　
七
五
㎝
×
一
〇
〇
㎝
以
内
に
〜

　 

　
一
昨
年
か
ら
ご
案
内
し
て
お
り
ま
し
た
と
お
り
、
今
年
か
ら
無
鑑
査
以
上
の
作
品

寸
法
が
、
七
五
㎝
×
一
〇
〇
㎝
以
内
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
を

目
的
と
し
た
改
定
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　 

　
な
お
、
一
科
〜
三
科
の
寸
法
は
従
来
ど
お
り
で
す
。
規
定
寸
法
を
超
え
た
作
品
は

審
査
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　
　

作
品
内
容
に
関
す
る
新
ル
ー
ル
に
つ
い
て

　 

　
本
会
ペ
ン
字
展
は
、
ペ
ン
字
専
門
の
展
覧
会
と
し
て
は
規
模
、
内
容
と
も
に
全
国

レ
ベ
ル
で
あ
る
と
の
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
一
方
で
古
典
臨
書
作

品
や
白
文
字
で
書
い
た
作
品
が
、
毎
年
上
位
入
賞
す
る
傾
向
が
強
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
ご
指
摘
も
、
以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　 

　
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
昨
年
か
ら
作
品
内
容
に
関

し
て
一
部
制
限
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
該
当
す
る
方
に
は
直
接
ご
連
絡
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
主
旨
を
広
く
ご
理
解
い
た
だ
き
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

　 

１
、
黒
や
紺
な
ど
の
濃
色
の
紙
に
、
白･

金･

銀
な
ど
の
淡
色
の
文
字
で
書
い
た
作
品

　 

２
、
古
典
臨
書
作
品
（
漢
字
・
か
な
共
）

　 

　
各
ク
ラ
ス
別
で
、
右
記
の
１
ま
た
は
２
の
作
品
が
上
位
三
位
ま
で
に
入
賞
し
た
場

合
、
次
回
以
降
、
同
様
の
作
品
を
出
品
し
て
も
上
位
三
位
ま
で
に
は
入
賞
し
な
い
。

　 

　
※
た
だ
し
ク
ラ
ス
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　 
　
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
白
ヌ
キ
文
字
で
上
位
入
賞
し
た
方
は
次
回
か
ら
は
、
な
る
べ

く
黒
文
字
で
出
品
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
同
様
に
古
典
の
臨
書
の
場
合
は
創
作
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
上
位
入
賞
す
る
力
の
あ
る
方
に
は
、

同
じ
手
法
に
よ
ら
ず
新
し
い
境
地
を
開
拓
し
て
、
ペ
ン
字
展
全
体
を
常
に
新
鮮
で
魅

力
あ
る
も
の
へ
と
リ
ー
ド
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。

　 

※ 

出
品
区
分
が
上
位
の
ク
ラ
ス
に
昇
格
し
た
場
合
は
、
こ
の
ル
ー
ル
は
一
旦
白
紙
と

な
り
、
自
由
に
出
品
で
き
ま
す
。



短期特別課題 条幅の基礎を学ぶ

半
切
四
分
の
一
に
書
く
（
８
）　
　
　
　
　
　
　
締
切
り
　
八
月
二
十
五
日
（
必
着
）

神
　
谷

　
葵

　
水

　
先

　
生

　
書

−  4  −

◎ 

本
誌
に
条
幅(

半
切)

の
課
題
が
正
式
に
設
置
さ
れ

た
の
は
、
平
成
十
一
年
七
月
の
こ
と
で
、
そ
の
前
の

約
八
年
間
は
、
半
切
へ
の
足
が
か
り
と
し
て
半
切
四

分
の
一
の
サ
イ
ズ
（
約
六
八
cm
×
一
七
、
五
cm
）
で

条
幅
の
基
礎
を
学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

◎ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
元
愛
知
教
育
大
学
名
誉
教
授
・

神
谷
葵
水
先
生
の
当
時
の
お
手
本
を
も
と
に
、
改
め

て
条
幅
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

◎ 

条
幅
は
苦
手
と
い
う
方
、
大
き
い
作
品
に
気
後
れ
し

て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
条
幅
の
草
稿
作

り
の
つ
も
り
で
気
軽
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

〔
読
み
〕
博ひ

ろ
く
ま
な
び
て
き
わ
ま
ら
ず

学
而
不
窮
（
礼ら

い

き

 

記
）

〔
大
意
〕  

広
く
学
ん
で
止
ま
る
こ
と
が
な
い
。

〔
解
　
説
〕

・  

用
紙
に
五
文
字
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
収
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
行
の
中
心
、
字
間
、
天
地
の
あ
き
等
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
紙
を
折
る
、
下
敷
の
罫
を
利
用
す

る
等
の
方
法
も
あ
り
ま
す
。

・  

お
手
本
を
よ
く
み
る
と
、
各
字
に
大
小
の
違
い
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
潤
渇
も
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
の
方
が
動
き
や
リ
ズ
ム
が
出
て
、
表
現
が
豊

か
に
な
り
ま
す
。

・  

で
き
る
方
は
、
書
体
や
崩
し
方
を
変
換
し
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
作
品
に
挑
戦
し
て
下
さ
い
。
そ
の
際
、
字
典

で
し
っ
か
り
調
べ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

・  

落
款
（
署
名
・
印
）
も
作
品
の
一
部
で
す
。
丁
寧
に

収
め
ま
し
ょ
う
。

〔
作
品
の
出
し
方
〕

▼ 

毛
筆
部
＝
条
幅
半
切
四
分
の
一
（
約
六
八
cm
×

一
七
、
五
cm
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

▼ 

硬
筆
部
＝
Ｂ
５
判
（
二
五
七
ｍｍ
×
一
八
二
ｍｍ
）
以
下

の
紙
に
課
題
手
本
の
よ
う
な
枠
線
を
引
い
て
下
さ
い
。

用
具
は
自
由
で
す
が
、
細
い
線
は
相
応
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
（
フ
エ
ル
ト
ペ
ン
・
筆
ペ
ン
可
）

▼ 

出
品
制
限
の
対
象
と
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
ど
な
た
で

も
出
品
で
き
ま
す
。
た
だ
し
出
品
は
硬
・
毛
の
ど
ち

ら
か
一
方
に
限
り
ま
す
。

▼ 

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・
毛

筆
漢
字
の
成
績
（
硬
筆
の
場
合
は
硬
筆
規
定
の
成
績
）

を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

▼ 

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に
掲
載

し
ま
す
が
、
成
績
表
で
の
順
位
は
発
表
は
し
ま
せ
ん
。



一 般 部 規 定 課 題　　　　　　　　　　　締切り　8月25 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕 〔解　説〕

岡
おか

　田
だ

　龍
りゅう

　芳
ほう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

大
おお

　谷
たに

　清
せい

　城
じょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  5  −

★
赤せ

き

心し
ん

を
…
（
書
体
＝
行
書
）

　
　  『
後ご

漢か
ん

書じ
ょ

』　
中
国
、
後
漢
時
代
を
記
し
た
紀

　
　
伝
体
の
歴
史
書

　
こ
の
句
は
広
辞
苑
に
、「
ま
ご
こ
ろ
を
以
て
人

に
接
し
、
少
し
も
へ
だ
て
を
お
か
な
い
こ
と
。
ま

た
、
人
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。

　
後
漢
王
朝
を
興
し
た
劉

り
ゅ
う
し
ゅ
う

秀
（
光
武
帝
）
は
、
こ

う
し
た
生
き
方
で
人
心
を
と
ら
え
、
信
頼
を
勝
ち

得
て
、
皇
帝
に
ま
で
駆
け
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

◆
９
月
課
題
予
告
（
楷
書
）

　
苦
悩
を

　
突
き
ぬ
け
て

　
歓
喜
に
い
た
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
備
え
を
…
（
書
体
＝
行
草
ま
た
は
草
書
）

　
　『
管か

ん

子し

』　
中
国
、
春
秋
時
代
の
斉せ

い

の
宰
相
、

　
　
管

か
ん
ち
ゅ
う

仲
の
著
と
伝
え
ら
れ
る
書

　「
周
到
な
準
備
を
整
え
て
好
機
を
待
つ
。
好
機

到
来
と
見
る
や
、
た
だ
ち
に
行
動
を
開
始
す
る
」

と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
。

　
ど
ん
な
仕
事
で
も
、
普
段
か
ら
十
分
な
準
備
を

し
て
お
く
こ
と
、
そ
し
て
チ
ャ
ン
ス
が
来
た
ら
タ

イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず
迅
速
に
行
動
す
る
こ
と
。
そ

れ
が
成
功
の
秘
訣
な
の
で
す
。

◆
９
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　「
心
の
窓
」
は
い
つ
で
も

　
数
を
沢
山
で
き
る
だ
け

　
広
く
明
け
て
お
き
た
い

　
　
　
　
　
　

　
▼
教
範
・
書
範
＝
楷
書

　
▼
師
範
＝
行
草
ま
た
は
草
書

　
▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
行
書
」
で
、
師
範
は
「
楷
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

◎
草
書
は
線
と
線
の
連
な
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
リ
ズ
ム
と
回
転
で
楽
し
く
運
ペ
ン
す
る
と
良
い
。

〔
読
み
〕
備そ

な

え
を
以も

っ

て
時と

き

を
待ま

ち
　
時と

き

を
以も

っ

て
事こ

と

を
興お

こ

す
　
管か

ん

　
子し



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　締切り　8月25日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

大
おお

　宮
みや

　春
しゅん

　兆
ちょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

大
おお

　宮
みや

　春
しゅん

　兆
ちょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  6  −

〔
句
意
〕
真
夏
の
川
沿
い
の
土
手
は
、
花
火
を
見

る
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
夜
に
入
っ
て

も
暑
さ
は
一
向
に
衰
え
ず
、
そ
の
上
、
人
い
き
れ

で
む
ん
む
ん
と
す
る
暗
い
闇
の
中
で
、
大
群
衆
と

じ
っ
と
耐
え
な
が
ら
、
華
麗
な
花
火
に
期
待
を
寄

せ
て
、
今
か
今
か
と
花
火
の
上
が
る
の
を
待
ち
焦

が
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

〔
古
筆
参
考
〕

◆
９
月
課
題
予
告

　
桐き

り

一ひ
と

葉は

日ひ

当あ
た

り
な
が
ら
落お

ち
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高た

か

浜は
ま

虚き
よ

子し

）

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

暗
く
暑
く久

大
群
衆
と
花は

奈

火飛

待
つ

暗
く
暑あ

徒

く具

大
群
衆
と
花は

那

火
待万

つ川

久く

　 

徒つ具く奈な那な飛ひ 暗く
ら

く
暑あ
つ

く
大
だ
い
ぐ
ん
し
ゅ
う

群
衆
と
花は
な

火び

待ま

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
西さ
い

東と
う

　
三さ
ん

鬼き

）

（洲）



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

締
切
り
　
八
月
二
十
五
日
（
必
着
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簗や

な

　
瀬せ

　
舟

し
ゅ
う

　
香こ

う

　
書

〔古筆参考〕

和
い

泉
ずみ

式
しき

部
ぶ

続
ぞく

集
しゅう

切
ぎれ

−  7  −

〔
歌
意
〕
東
の
空
の
朝
焼
に
染
ま
っ
た
雲

が
、
我
が
家
の
庭
に
生
え
て
い
る
黍き

び

の
葉
の

先
に
置
か
れ
た
小
さ
な
露
に
映
っ
て
い
る
。

〔
出
典
〕
名
歌
即
訳
　
若
山
牧
水

〔
解
説
〕

み
な那

る
と
い
ふ
な奈

た堂

ゞ
し志

と
ぞ
お於

も
ふ婦

　
　
も母

の
ゝ
け介

に
う
つ徒

し
心
も毛

な那

く
わ
づ
ら

　
　
ふ不

を
と
ふ婦

ら
ふ
人
に尓

と
ふ婦

や
た
れ
我
に尓

も无

あ
ら
ず寸

な奈

り利

に
け介

り里

う
き支

を越

な奈

げ介

く
は
お於

な那

じ
み
な奈

が可

ら

・ 

㋑
と
㋩
、
㋑
と
㋥
、
㋺
と
㋩
、
㋺
と
㋥
、

　
そ
れ
ぞ
れ
呼
応
。

・

●
行
の
密
の
動
き
大
切
。

・
○ヽ
の
位
置
・
方
向
大
切
。

・

↓
の
方
向
大
切
。

・

○
大
き
な
間
大
切
。

◆
９
月
課
題
予
告

　
踏
み
ゆ
く
よ
上う

へ

は
か
わ
き
て
下し

た

し
め
る

　
山
そ
ば
み
ち
の
深
き
落お

ち

葉ば

を

ひ飛

んむ

が可

し
の
朝
焼
雲
は八

わ
が可

庭
の

黍支
日

の能

葉
ず
ゑ惠

の農

露つ
遊

に二

う
つ
れ
り里



は が き 課 題 奥
おく

　田
だ

　三
み

　雲
くも

　書

横 書 き 課 題 尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

実　　用　　文
のページ

締切り　8月25 日（必着）

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

　
　
　
作
品
の
出
し
方

■
　 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま

す
。
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

■
　 

用
紙
＝
は
が
き
課
題
は
は
が
き
用
紙
、
横
書
き
課

題
は
一
般
部
段
位
用
紙
を
横
に
使
用
。

■
　
用
具
＝
は
が
き
、
横
書
き
課
題
と
も
に
自
由
。

　
　
　
　 （
黒
色
に
限
る
）

■
　
両
課
題
と
も
、
書
体
変
換
は
自
由
で
す
。

−  8  −

先
日
、
姉
と
仙
台
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

空
は
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で
し
た
が
、

そ
れ
が
街
路
樹
の
緑
を
一
層
際
立
た
せ

〝
杜
の
都
〞
を
存
分
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
次
回
は
、
雪
の
季
節
に

訪
ね
て
み
よ
う
と
相
談
し
て
い
ま
す
。



一 般 部 毛 筆 漢 字 課 題 締切り　8月25日（必着）

〔読み〕秋近蟲先覚（秋近きを蟲
むし

先
ま

ず覚
さと

る）

〔大意〕  虫の音に秋の近いことが知られる。

奥お
く  

村む
ら  

暢の
ぶ  

之ゆ
き  

臨

須す  

田だ  

一い
ち  

葉よ
う  

書

新
入
か
ら
１
級
ま
で
（
行
書
）

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で

〔出典〕集字聖教序（６７２）　〔筆者〕王羲之法書より集字

〔読み〕火
か

宅
たく

の乾
かん

焰
えん

を（湿
しめ

らせ、）共に

−
  9

  
−

　 

火
　
　
　
　 

宅
　
　
　 

　  

之
　
　 

　
　
乾 

　
　
　
　
　
燄
　
　  

　   

共



一 般 部 毛 筆 か な 課 題 締切り　8月25 日（必着）

〔出典〕与
よ さ

謝蕪
ぶ

村
そん

〔句意〕   七夕の夜には梶の葉に和歌を書いて星を祭るのである。七夕に
縁のある梶の葉を朗詠集のしおりとして挿んでおいた、の意。

梶可
遅

の
葉は

を
朗ら

う

詠え
い

集し
ふ

の
し
を
り
哉か

な

浅あ
さ  

井い  

機き  

山ざ
ん  

先  

生  

書
　
　

新
入
か
ら
１
級
ま
で

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で

〔出典〕作者未詳

〔歌意〕  山鳥の尾の垂れ下がった尾のように長い夜をひとりで寝ること
であろうか。

あ阿

し志

ひ悲

き支

の
山
鳥
の能

尾を

の農

し
だ多

り利

尾
の

　
　
　
　
　
　
　
長奈

可

永ゝ
ゝ

し
夜よ

乎越

ひ日

と
り利

か可

も
寝年

む無

■
両
課
題
と
も
文
字
の
変
換
、
ち
ら
し
方
は
自
由
で
す
。

−
  1

0 
 −



一 般 部 毛 筆 細 字 課 題

樋
とい

　田
だ

　玲
れい

　華
か

　書

一般部毛筆条幅課題

締
切
り
　
八
月
二
十
五
日
（
必
着
）　
　
半
　
切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）

荻お
ぎ

　
田た

　
蒼そ

う

　
仙せ

ん

　
書

半紙（３３４mm ×２４０mm）

−  11  −

〔 

条
幅
解
説
〕
筆
を
き
れ
い
に
整
え
て
書
く
…
反
対
に
筆

を
歪

い
び
つ

の
状
態
の
ま
ま
で
書
く
の
も
稽
古
で
す
。
失
敗
も

多
い
が
予
期
し
な
い
傑
作
が
で
き
ま
す
。
破
筆
が
多
い

と
品
位
が
落
ち
ま
す
が
、
敢
え
て
冒
険
す
る
事
も
上
達

の
一
方
法
。
但
し
一
人
よ
が
り
に
な
ら
な
い
で
指
導
を

受
け
る
事
も
大
切
。

　
　
残・

暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
皆・

様
に
は
お
障さ

わ

り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か

　
　
蝉せ

み
し
ぐ
れ

時
雨
の
木・

立
の
陰
に
ふ
と
秋
を

　
　
感・

じ
て
は
一
息
つ
く
こ
の
頃
で
す

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
自
分
の
名
前
） 

 

　
・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■ 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■   

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　 

ま
す
。

■ 

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
緑
を
な
す
美
し

き
は
葉
は
、
風
に
吹
か
れ

て
声
を
立
て
て
強
い
。

初
出
品
の
方
へ

　 

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

緑
り
ょ
く
よ
う
か
ぜ
に
ぎ
ん
じ
て
つ
よ
し

葉

吟

風

勁



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　8月25日（必着）

よ
　
　
う
　
　
年

小
　
一
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　
三み

　
宅や

け

　
容よ

う

　
玉

ぎ
ょ
く

　
書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  12  −−  13  −

エ
ン

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

３

セ
ン

２

３

２

３

２

４

２

５

２



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　8月25日（必着）

小
　
三
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

小
　
二
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

−  12  −−  13  −

し
ろ

あ

（
へ
　
　
や
）

け

※
部
屋
＝
単
語
と
し
て
「
部へ

屋や

」
と
読
み
ま
す
。



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　8月25 日（必着）

小
　
五
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　
小
五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
四
年
以
上

　
岡お

か

　
嶋じ

ま

　
桂け

い

　
川せ

ん

　
書

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
四
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

−  14  −−  15  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

チ
ュ
ウ

サ
イ

き

シ
ュ
ウ

の
ぼ（
る
）

な
つ

や
す

ケ
ン

コ
ウ

※
田
舎
＝
単
語
と
し
て
「
田い

な
か舎

」
と
読
み
ま
す
。

（ 

い 

な  

か 

）



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　8月25 日（必着）

中
　
一
　
年
　
　
　（
行
書
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
六
　
年  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

中  

二  

・ 

三  

年
　
　（
行
書
）

−  14  −−  15  −

ボ
ウ

エ
キ

コ
ウ

シ
ョ

コ
ク

ジ

ド
ウ

シ
ャ



−  17  −

▼小三年以下の課題　　澤
さわ

　　　幸
よし

　寿
かず

　書

◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用

▼小四年以上の課題　　西
にし

　脇
わき

　聖
せい

　園
えん

　書

習っていない漢字は
　　　　ひらがなで書いてもよろしい。

しめきり　8月25日（必着）

　
　
　
　
◇
作
品
の
出
し
方

一
、
選
定
用
紙
（
五
行
・
四
行
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

一
、  

作
品
に
は
、
支
部
名
（
校
名
）
学
年
、
氏
名
を
書
き
入
れ
て

下
さ
い
。

一
、
筆
記
用
具
は
自
由
で
す
。（
黒
色
に
限
る
）

一
、    

四
行
用
紙
を
使
用
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
そ
の
場
合
は
、
文
章

を
適
当
に
短
く
し
て
下
さ
い
。

一
、
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

一
、  

支
部
会
員
は
、
出
品
ラ
ベ
ル
を
必
ず
貼
っ
て
下
さ
い
。
貼
っ

て
い
な
い
方
は
新
入
と
み
な
し
ま
す
。

−  16  −

し
ゅ
く

だ
ち

◎
お
手
本
は
え
ん
ぴ
つ
使
用

と
も

た

か
ん

ま

は
な

や
す

で

み
せ

よ

に
ん

あ

す
ず

と

し
ょ

な
つ

だ
い

す

び

た
い

か
い

ご
お
り

あ
じ



教
きょういくぶ

育部毛
もう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　8月25日（必着）

−  17  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
二
年
　
　
玉た

ま

　
樹き

　
小

し
ょ
う

　
華か

　
書

−  16  −



教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　8月25日（必着）

−  18  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
三
〜
小
五
年
　
　
水み

ず

　
野の

　
香こ

う

　
竹ち

く

　
書

−  19  −

１

２

３

４ ５

中 心



−  18  −

教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　8月25 日（必着）

−  19  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
六
〜
中
二
・
三
年
　
　
奥お

く

　
村む

ら

　
暢の

ぶ

　
之ゆ

き

　
書

※
行
書
は
リ
ズ
ム
よ
く
筆
を
運
ぶ
事
が
大
切
で
す
。
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